
黒川温泉を訪れた時の見聞録。訪問は、新型コロナ
ウィルス流行ほんの少し前の事。黒川温泉と言えばや
はり湯巡り入湯手形。この手形で3つの異なる湯巡り
を楽しみました。
先ずは中心部から少し歩いて

黒川荘へ。湯巡りの人はきり湯
露天風呂、たけ湯露天風呂のい

ずれかを利用する事が出来ます。この日はきり湯。
露天のみかと思いきや、内風呂もありちょっと得
した気分に♪しかも内風呂と露天風呂とで何とな
く泉質が違うような？？？内風呂は鉄分、露天風
呂は硫黄成分を感じたと記憶しています。いずれも良すぎる湯で最初っ
から長湯してしまいました・・・。暫く散策した後に向かったのは、震
災から復活営業再開されたばかり（当時）の南城苑。

ここは湯船の作りが高さの異なるニ段式
になっており、一段目に注がれた湯がゆっ
くり冷まされながら二段目に注がれていま
した。源泉温度を考慮した上での（おそら
く…）趣向を凝らした湯舟、硫酸塩・塩化
物泉の優しい湯に心奪われまたもや長湯で
した。さらに脱衣場には顔蒸し器なるもの
があり、オッサンの眉間のシワも蒸気で少

し薄くなったような気がします・・・。とにかく！この顔蒸しはクセに
なります。1回では終わりません、是非お試しあれ。
そして最後。南城苑から『いご坂』を上り車道に出たらすぐ『登りた

て坂』をまたひたすら上り、旅館壱の井へ。
こちらの湯巡り露天風呂は、館内を下って
一回外に出て湯屋に入ってまた外に・・・
だったと記憶していますが、とにかく秘境
かと思える佇まいが素晴らしい、硫黄たっ
ぷりの露天風呂でした。硫黄泉の露天風呂。
先の二軒もそうですが、自然の中にある硫
黄泉なんてもう、さらに、文句のつけよう
がありません。大好物です！そして勿論、
黒川荘と南城苑での長湯は無かったかのように、壱の井の硫黄泉でも
しっかり長湯、体の芯までいいお湯♨を堪能させて貰いました。
またそろそろ、湯巡りに行きたいですねぇ～(#^.^#)。

ご利用頂きありがとうございます。今月もよろしくお願い致します。 2021年5月1日発行
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With Thanks

当たり前にマスクをし続ける日が
1年以上続いてます。ふと気が付けば、
キャンプ場でひとりぼっちなのに、マ
スク姿の自分が。やれやれ・・・と、
マスクを外しキャンプを楽しんでいた
ら、くしゃみ連発、鼻大洪水という事
態に。やれやれ・・・と、再びマスク
姿に戻った野の夕暮れ時。悲。黒鶴
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毎月26日にご指定の口座より自動振替。申込みのご連絡や、お問い
合せは、経理担当もしくは地区担当営業まで。 by経理担当＆営業課

『そろキャン△』

『お山歩くまもと』

文&写真&野外活動人
/黒鶴真哉

先日、事務所の前田から、
柑橘類の差し入れがありました。

←の画像の通り、見た目は普通のみかんですが、
切ってみると驚き！果肉に赤みがあります！！
それもそのはず、これは「ブラッドオレンジ」

という柑橘類なのです。名前のとおり、果肉の色
が特徴です。味はまったくのみかん・・・。

いや！むしろ普通のみかんよりも甘みが強
く、とても美味しいではありませんか！！

これは是非、皆様
にもご賞味いただ
きたいですね！！
でも残念ながら、
緑川工場にはもう
残ってません！！
私が一人で・・・
ｽﾐﾏｾﾝ m(_ _)m文&写真&食べた人/岩岡秀幸

花粉症をモノともせず、
野営を敢行。翌日やられたけど....。
例によって野生動物も出没

した、春冷えの南阿蘇の夜。

私の記憶が確かならば、未だかつ
て、大観峰に足を運び快晴だった事
は一度もない。しかし、薄曇りでも
その眺望は圧巻。故に益々、天気が
恨めしくなるのである。もう一度繰
り返す、快晴だった事はない！ (T_T)

標高935.9m。歩いたのは遊歩道。
でも立派な山!!

スミレかな?
沢山咲いてました。

▲ソロキャンプ専用のキャンプ場。
キャンパーは自分だけ。
いい感じに、ぼっち。▲焚き火めし美味し!!

野菜盛りと厚切ベーコン。▶
ベーコンは2枚焼いたけど
さすがに食べきれず、1枚は
朝食に（右画像）。

▲ブルーモーメントと焚き火。実際には
もっと青は深く、趣きがあるのですが・・・
もっと上手く撮りたい!!

夜の帳が降りたらオレンジタイム。▶
と、同時にテントの真横を駆け抜けた
野生動物!イノシシ!?シカ!?

夜の初めはオリオン座、
明け方近くの空にはさそり座
が見えました。
冬と夏の星座をいっぺんに

楽しめるのも、これからの時
期のキャンプの醍醐味です。

『緋色の○○○○』

なんたってぇ

ミカン
熊本地震から5年となる今年3月7日、南阿蘇村に待望の新阿蘇大橋が

開通しました。全長525メートルは旧大橋(２０６メートル)の約2.5倍、
ラーメン橋構造と呼ばれ、揺れに強いのが特徴らしいです。
橋を渡った左右に展望台等があり、すでに多くの人が立ち寄る名所に

なっている様子。この日も平日でしたが、多くの方が復興のシンボルを
写真に収められていました。勿論私も
ご覧の通り、しっかり写真撮影。

引きでもわかるその高さは97m！
このド迫力を近距離で写真に収めよう
と、勇んで展望所へ向かいましたが、
ここで問題発生！なんと！カメラを！
車に置いて来てしまいましたぁ(T_T)
もはや取りに戻る気力もなく、迫力

ある橋の様子はとりあえず私の心の中に・・・。取り合えず！阿蘇方面
の営業担当としては非常に便利になったので、阿蘇方面全域を縦横無尽
に訪問させていただく予定です。その際は何でも相談してくださいね♪
最後に・・・あくまで、昼休憩を利用して立ち寄りましたよ。観光名

所巡りをしてたわけではありませんのでお間違いのないように・・・。

『祝・開通!!』
文&写真(観光客)/舞 芳郎

南城苑さんの湯/温泉♨見聞録

壱の井さんの湯/温泉♨見聞録


